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研究成果の概要（和文）：イスラーム世界の女性が国際的に移動し、ホスト社会で労働することによって自己裁
量権をどのように拡大したかという問いに対し、４つの事例研究を通じて、自己アイデンティティの変化と自己
裁量権のあいだの関係性を分析した。その結果、移住前の教育レベルや移住の動機付けや移住先の社会的絆及び
社会資本が女性移住労働者のオートノミーの拡大・縮小に影響していることが判明した。女性たちはそれぞれの
移住先において、ムスリムとしての意識を他のアイデンティティの基軸と併存させつつ、時としてムスリム時と
して民族性、時には出身地域をもとにした相互補助の精神によってサバイバル・ストラテジーを展開している実
装が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The four case studies were conducted by four researchers. We found out that 
women's background in the level of education, social network, group-based solidarity among migrant 
women, and reciprocal engagement with their host societies determine the degree of women's 
capability in exercising autonomous power. Our study also found out that women migrants developed 
their own survival strategy in their host societies by utilizing group cohesion that is based on 
ethnicity, Muslim identity, and commonality in their place of origin. It is also found that women 
often seek more conviviality when Muslim women migrate to Muslim majority states from Muslim 
minority states. On the other hand, secular-minded Muslim women seek to migrate to Muslim minority 
states to be away from patriarchal control when they felt it in the state of origin. 

研究分野： トランスナショナルな人の移動

キーワード： トランスナショナル　オートノミー　ジェンダー　アイデンティティ　国際移動
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ムスリム女性移住労働者についての固定観念を打ち破り、個人あるいは集団としての移住プロセスがいかにムス
リムとしての自己認識を強化したり弱めたりしつつ、自己の生活圏を拡大しているか、あるいは縮小しているか
を具体的に描いた。ムスリム人口が世界的に増え続けているなか、ムスリム女性の自発的な動態と活動を「労
働」という側面から捉えることでとかく他者によって決定されがちなムスリム女性像のイメージを払拭すること
によって、本研究は、世界的に増えているムスリムと非ムスリムのあいだの共生のありかたを提示することを目
指した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
世界の総人口の 5 人に 1 人がイスラーム教徒（ムスリム）である今日、ムスリム移住労働は

グローバルに増加している。彼らはホスト社会での市民権の有無に拘わらず、人的、社会的ネッ
トワークを構築しつつ、「共生の生存空間」を創造している。一般的に「ムスリム女性の移動は、
イスラーム法やイスラーム的規範に拘束され不自由である」とされている。また、ムスリム女性
は、一般的にイスラーム法やイスラーム的価値観による影響から、移動の自由が男性より小さい
と言われている。女性のヴェールやスカーフはその象徴だという言説が、学術界でも実社会でも
いまだに根強く残っている。だが、出身国を離れて移住するムスリム女性たちは、果たしてそう
したイスラーム的な規律からの解放を求めて移住しているのだろうか、本研究は、ムスリム女性
労働者のオートノミーが発揮される場として、移住先のコミュニティを「移動的共生圏」（Mobile 
Commons）の理論（Papadopoulos, “After Citizenship,” 2013）に照らし合わせて捉え、ホ
スト社会との接点としての「共生圏」の実態を明らかにする。 
 
２．研究の目的 
本研究は、移住の前後でムスリム女性移住労働者のオートノミーがどう変化したかを分析する。
オートノミー（自律性や自己裁量権）は、①移動の自由、②就労あるいは収入向上活動への参画
の決定権とその行使、③自分の財産（土地、貯金、投資）へのアクセスとその運用、の 3 つの項
目について、聞き取り調査を行う。また、オートノミーの変化とムスリム・アイデンティティと
の連動性についても、事例横断的に分析する。本研究は、女性の移住パターンを２つに大別して
比較研究する。一つは、ムスリム多数派国家からムスリム少数派国家への移住、もう一つは、そ
の反対である。前者として、イラン及びパキスタンから欧米への移住、後者としてタイ深南部か
らマレーシア、中国新疆ウイグル自治区からトルコへの移住である。これらの事例研究を通じ、
移住の動機、移住後のイスラーム法の適用や移住の社会的、文化的親和性の観点から、女性のオ
ートノミーの拡大や縮小について移住の前後の変化を分析する。  
 
３．研究の方法 
研究方法は、主として３つに分かれる。第一の方法として、現地調査に基づき、ムスリム女性

たちがぞれぞれの事例において、どのように移住を成し遂げたか、またそのプロセスを分析する
手法である。西は、マレーシアに移住したタイ深南部の女性について、中屋は、トルコに移住し
た新彊ウイグル人女性について調査を実施する。中西は、カナダに移住したアフガン難民女性に
ついての聞き取り調査を行う。第二の手法は、移住に伴い、ムスリム女性がいかに自己裁量権を
発揮しうると捉えているか、アンケート調査や文学作品を通じて解読するものである。山根の研
究では、パキスタンでアンケート調査を実施し、女性たちが移住後の行動規範や実際の生活圏に
ついてどのような捉え方をしているか、その決定要因は何かを分析する。中西のイラン人女性移
住コミュニティに関する研究では、ディアスポラ文学を通じて、イラン人女性移住者が自己アイ
デンティティとどう向き合いつつ、ホスト社会と出身社会とを往復したのか、あるいは移動した
のかを解釈する。  
 
４．研究成果 
（１）トルコに移住したウイグル女性の事例 
本事例では、宗教的束縛からの解放を求めてではなく、むしろイスラーム的な規律を求めて越

境していることが明らかとなった。その背景には、中国の共産党政権が一般に資本主義国家で観
察できるような私的領域の信仰の自由すら認めなくなり、公的領域、私的領域にかかわらず宗教
を排除し世俗化を図ろうとしている点がある。特に 2009 年のウルムチ事件以降、子供の躾・教
育など家庭内で役割を担うとされる女性にイスラーム的服装の統制や非ムスリム地域への出稼
ぎをさせることなどによって世俗化を推し進めていたことを明らかにした。さらには、政府は宗
教に関する法令の整備を急速に進めて宗教統制を強化している。世俗化を推し進めることをし
た結果、却ってウイグル女性は仕事を辞職し、経済的活動の場を失っていくことがわかった。 
トルコに移住後のウイグル女性は、女性のみが出入りできるバザールを創設し、その女性バザー
ルで店を設ける、自宅で裁縫店をするなど女性のみの生活空間を宗教的空間として創造してい
ることが明らかになった。宗教的空間の拡大がウイグル女性の経済的活動範囲の拡大に比例し
ていることが分かった。したがって、本研究の主題であるムスリム女性の自己裁量権はイスラー
ムによって狭められているのではなく、イスラームによって逆にムスリム女性の自己裁量権を
高められていることが明らかとなった。 
（２）タイの深南部からマレーシアへ出稼ぎした女性就労者の事例 
本事例では、出稼ぎをする女性の職業選択は、学歴やタイ語運用能力に影響を受けていることが
明らかになった。インタビュー対象者の 9 割近くが通称トムヤム店と呼ばれるマレーシアのタ
イ料理店で働いていたが、そのうち 4割が小学校、5割が中学校、1割が高校を卒業していた。
タイ料理店を選択した背景には、学歴の低さからタイでは高収入の仕事に就くのが困難である



こと、言葉や文化の近さ、すでに出稼ぎに出ている親族や友人の存在が挙げられた。大卒の女性
については、タイ料理店のオーナー、従業員であった女性 2名を除き、ほとんどが企業で働いて
いた。大学卒の女性にとってマレーシアで働くことは、海外で経験を積むこと、タイへの帰国後
のキャリア形成や独身の場合は配偶者探しに資するものとして捉えられていた。 
いずれの場合においても、マレーシアという行先を選択した理由として、マレーシアがムスリム
国家であることがしばしば挙げられた。地縁、血縁のネットワークがあること、マレーシアがム
スリム国家であることが、単身を含む女性の移住の決定に対してポジティブな影響を与えてい
る。とりわけタイ料理店のネットワークは、学歴やスキルの無い女性にとって経済的・社会的エ
ンパワメントのための選択肢として機能していることが明らかになった。 
（３）パキスタン社会での女性の就労に関する意識調査 
本事例では、山根は、同国の高学歴の修士課程の女子学生を中心にデータを集めた。これは、海
外での就労に対する関心の高い女性に焦点を当てることとなった。親せき等が海外に在住して
いる場合が半数近くに上り、海外で就労してみたいと考えるケースが 50％近くに上りった。ま
た親戚の多くが教育機関等で自身の能力を活かした就職を求めている結果となった。また、希望
する渡航先は欧米や日本で、中東諸国や中国などはほとんどなかった。他方、海外で就労する場
合にヴェールを着用するか否かについては、半数近くがヴェールを着用すると答えると同時に、
「なぜ着用しなければならないのか」といった否定的な見解もあった。海外、特に欧米という環
境が、パキスタン社会と比較してイスラーム的価値観についてより世俗化されたイメージを持
っていることが明らかになった。 
（４）カナダにおけるアフガン人コミュニティのアフガン女性難民の事例 
本事例は、現地のアフガン難民の NGO ワーカーに聞き取り調査を依頼して得られた結果を分析
したものである。中西は、その調査結果を分析し、カナダに渡ったアフガン難民の女性たちがい
かにホスト社会に溶け込み、就労の機会を得ることができるかあるいはできないかという境界
が、移住前のアフガン社会で受けた教育レベルにあるとわかった。識字がないままカナダに渡っ
た女性は、子どもが病気になったときに病院でコミュニケ―ションする能力にも事欠き、生涯教
育プログラムで英語を数年間学んでも英語をマスターするのがむずかしい事例もあった。他方、
中等教育以上の教育を移住前に受けていた女性たちは、看護士など専門性の高い職業に就くこ
とができた場合が観察された。カナダ社会でどこまでヴェールを着用するかという点について
は、高度な専門職に就いた女性ほどヴェールを着用しないことを選択し、家庭での家事や育児に
従事することに専念した女性たちのあいだでは、アフガにスタンに居住していたときと同様に
ヴェールを着用する傾向が見られた。 
（５）イラン人のディアスポラ女流文学に見られる、自己裁量権の行使への認識に関する研究 
本事例では、いわゆるイラン人ディアスポラの中でも特にイラン人人口が多いロサンゼルスを
中心に、欧米に移住したイラン人女性が職業を通じ、ホスト社会において自分たちの生活空間を
いかに拡大したか、イランとホスト社会を往復する女性たちは、イラン政府が義務化したヴェー
ルの着用をいかに受容あるいは反発しつつ、日常生活のイスラーム的行動規範に抵抗したかと
いった観点から、文学作品を３点取り上げ分析した。その結果、ディアスポラ文学の中で描かれ
ているイラン国内の政治変動としては、1979 年のイラン革命、2008 年から 2009 年にかけての百
万人署名運動や緑の運動が大きいことがわかった。こうした政治社会変動を経験しつつ、欧米へ
の移住後は、女性たちはホスト社会におけるイラン人への差別的視線や意識を感じ、イラン人で
あることを公言することを躊躇する傾向がある。そこにはムスリム女性という意識よりはイラ
ン人女性であることへの葛藤が存在することがわかった。他方、文学作品の著者がイラン社会と
ホスト社会との間を行き来する場合では、ホスト社会に短期的に帰国した際、イラン社会の中に
存在する家父長制的な価値や規範に基づく女性の行動への規制を強く感じ、移住先の欧米で当
たり前として行使できた移動や行動の自由とのギャップを再認識する状況が描かれている。    
以上のそれぞれの事例研究が、本課題全体で提示しているのは何かという点については、現在成
果公開のための本の共同執筆作業の中でとりまとめている。 
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